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＜連絡事項＞
· 床屋と売店の年末業務について、下記の通りとなっています。

床屋　12/18(月)　今年行う最終日

　　　　 12/25(月)　お休み

売店　12/29(金)　今年行う最終日

　　　　 12/25(月)　お休み

· ノロウイルスが流行っています。手洗い、うがいをこまめに行うように声掛けし感染しないように気をつけましょう。

＜患者様連絡事項＞

・清水　栄子様～12/14(木)アルコール治療プログラム終了の為、退院予定となっています。

頭痛の訴えあり、退院後も不安だとの本人からの訴えありポンタール1ｃ（13回分）頓服処方となっています。今後も、体調や表情の観察行っていきましょう。

・宮本　建蔵様～腰痛の訴えあり、アスモロール一袋処方となっています。

歯科受診した際に削った歯が痛くて夜間眠れない時があると話している為、ロキソニン(非ステロイド抗炎症薬)　3日分処方となっています。痛みの訴え聞かれた時には、服用させてください。また、夜間睡眠状態の観察していきましょう。

・市川　真紀子様～妄想言動が多く、左右された行動がみられ日課へ支障を来している事から、12日夕～エビリファイ(非定型精神病薬)　2Ｔ　追加処方となっています。食事を摂取しないことや体調不良を理由に作業などに参加せず自室で臥床して過ごしていることがある為、表情の観察や幻聴の有無について確認していき様子観察していきましょう。12日の採血を拒否しており、16日に必ず実施すると本人が話している為、その日の採血を行うスタッフに採血をお願いします。

・大橋　照子様～本人より、日中眠くなるからと訴えあり13日からレボトミン（抗精神病薬）（50）1Ｔが減薬となっています。日中の睡意や夜間睡眠状態の観察行っていきましょう。問診の際に「男性のあれが恐いんです。」などの発言聞かれている為、妄想言動などがないか様子観察をし主治医へ情報提供していきましょう。

・本多　富美様～13日(水)　14：00～　下平ＳＷ付き添いでお母様が青山荘の見学をします。青山荘のスタッフも了承しています。見学の状況について情報提供して頂きましょう。

・松橋　清子様～本人より便が出ないから下剤を増やしてほしいと訴えあり、来週からアローゼン（下剤）1包増薬予定です。水分摂取・運動・腹部マッサージを促し排便状況の観察していきましょう。

· 古川　文博様～12/14(木)　10：00～　家族勉強会を行います。鳥谷部Ｎｓにお願いし

ます。今回は疾病の理解に重点をおき、ご家族にもアルコール依存症と

いう病気について認識してもらい本人、ご家族、スタッフが治療に取り

組む共通の理解を持つ場としました。ご本人は自己中心的な言動も多く

治療意志の希薄さ伺えていますが､スタッフは本人にあまり振り回され

ないように対応していきましょう。

＜皮膚科診察＞

・春本　司郎様～全身の急性湿疹見られるため、タベジール2Ｔ　2×nde(朝・夕)7T　（抗ヒスタミン剤）が継続処方となっています。皮膚の状態観察していきましょう。

・平　勝利様～全身の急性湿疹見られるため、タベジール2Ｔ　2×nde(朝・夕)7T　（抗ヒスタミン剤）が継続処方となっています。皮膚の状態観察していきましょう。

・清水　進様～全身の急性湿疹見られるため、タベジール2Ｔ　2×nde(朝・夕)7T　（抗ヒスタミン剤）が継続処方となっています。皮膚の状態観察していきましょう。

・石切　久様～全身の急性湿疹見られるため、タベジール2Ｔ　2×nde(朝・夕)7T　（抗ヒスタミン剤）が継続処方となっています。皮膚の状態観察していきましょう。

・晴山　長司様～顔面の急性湿疹見られるため、タベジール2Ｔ　2×nde(朝・夕)7T　（抗ヒスタミン剤）が継続処方となっています。皮膚の状態観察していきましょう。

・菅井　浩子様～右の親指第一肢のひび割れある為、テラコートリル軟膏(消炎・鎮痛剤)

塗布の後にアズクロ(消炎・鎮痛剤)塗布となっています。皮膚状態の観察していきましょう。

· 大下　良悦様～次回皮膚科につくスタッフは、ガーゼとアルコール綿を準備する様にし

てください。日曜日忘れずにスピール膏を貼るようにしましょう。ベンチ腫を削った際に血が出たら止血しその後アズクロを塗ってください。

· 佐々木　みね様～12日の昼からロキソニン(非ステロイド抗炎症薬)からデキサメサゾ

ン(副腎ホルモン剤)に変更となっています。患部の皮膚状態の観察と疼痛・掻痒感の有無について確認していきましょう。

＜ＳＳＴ状況報告＞

Ａグループ…患者様より、ウオーミングアップの内容がマンネリ化しているため、いい案を考えてきて欲しいと要望聞かれています。担当スタッフはプレミーティングでよく話し合いを持ち、充実したＳＳＴを提供しましょう。

Ｂグループ…大橋照子様の目標として、本人より「自分に厳しい人間でありたい」と意見があり、そのためには何をしたいか質問していますが理解出来ず、他の参加者より様々のアドバイスをされても「人から言われるのは嫌い」と自己中心的となることあります。本人の希望を尊重しながら　、目標につなげられるようなアプローチが必要です。

Ｃグループ…参加者の意見で、ウオーミングアップはじゃんけん大会を行っています。普段交流が少なく、ＳＳＴ参加を拒否がちな晴山長司様も最後まで参加出来ています。参加できたことを評価し、次回参加につなげて行きましょう。

Ｄグループ…挨拶のみのロールプレイを設定し行っていますが、皆さまが自然に一声付け加えて話しています。挨拶した事により、自然に会話をしたくなるということもあり、挨拶の大切さを再確認しています。

Ｅグループ…挨拶のロールプレイを通し、挨拶をされた時の感想を聞いています。それぞれ「気持ちよい」「うれしい」と答えており、挨拶の大切さを確認しています。

Ａユニット…閉眼されているかたもいましたが、発言を促すと発表できています。蛯名英一様の雰囲気で場が穏やかになっています。最後に、清水栄子様より「来週退院になります、ありがとう」と一言ありました。

